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　1月２９日に東京の海員会館に於いて、第１７回国労東日本電気協議会定期委員会が開催され、各地方からの委員及び分科会担当役員を含めて全員が出席し、また傍聴者も多く参加して、全体で４４名の仲間が結集した中で行われた。手塚副議長の開会挨拶に始まり、委員会の議長には東京地電協の中沢委員を選出し、斉藤議長の挨拶では、メンテナンス合理化実施後の実態は、各地方で技セ、ＭＣまで会社のやりかたが違う。一方で国労組合員が職名職責を越え仕事を回している。会社のいい加減さや国労としての統一した考えで、みんなの要求にしていくことが重要。技術力の問題についてもＯＪＴで行うと言っていたが、それさえやられていない。資料にアンケートを入れてあるので、実態を本部に上げてもらいたい。と提起され、東日本本部からは山根執行委員が出席し、中越地震カンパの御礼と①春闘の取り組みと併せて憲法改悪の動きに対して組織を挙げて反対しよう②ニューフロンティア２００８計画による人員削減の合理化が進む中で、メンテナンス合理化の見直しについても考えていきたい③東日本で抱えている配属差別から昇進昇格試験差別の和解協議の動き、スケジュールについての報告を受けました。来賓として初めて東海本部電協の佐々木議長に出席していただき、全国電協連絡会の木幡議長、東日本出向連テムズの吉田議長と、３人より挨拶を受けました。その後、東日本本部への質問、意見ということで、①出向期限を向かえ本人希望のＪＲに復帰できていない、延長も１年ではないのか②伐採に伴い処分が出ている。各地方で調整するとなっているが進捗状況は③若手教育がテムズの監督業務を見学しているだけ④ニューフロンティアに対する組合の提言を出しているが、技術力維持については直轄設備を残すべきという現場の声もある。学者や外部の人とかの意見だけでなく現場からの意見も取り入れてほしい⑤出向発令が出た後に交渉が入るという実態だが、出向者が団体交渉に参加できない。各地方のアンバラの解消を⑥配属差別の和解も不本意、会社は不当労働行為を認めていない。昇進差別の和解について月２回の協議でスケジュール的にどうなのか⑦中越地震での被害に対し災害復旧手当てというのがあると思うが、具体的扱いがよくわからない。エリアの回答では①１年で確認しているが、いくつかの支社で2～３年というのが出ている。業長会議で見直しにむけ話し合う②地区からあがった段階で、相談しながら本社交渉を③技術継承については正確な事実の検証から扱う⑤交渉のルールは決まっているが、出向者が出られないということはない。問題があることは聞いているので持ち帰り検討⑥全て解決するとは思わないが、試験での差別が大手をふってまかり通らせないという手段で、退職後にも影響するという究極的差別ということで取組んでいる⑦手当てについては後日回答。その後、経過報告、方針提案をして討論に入っていきました。


（分科報告は交流会で）
　八王子　定期委員会開催以降の取り組みとして、出向者交流会を開催し、出向者の実態の突合せから個人まかせにさせないようにして、交渉に向け要求作成に取組んできた。復帰希望がかなわなかった人や国労同士の入れ替えという差別が続いている。伐採における問題も残っている。見直しも含めて、あきらめず取組んでいきたい。

　秋田　２０強の組織で国労だけでは管内全部見られないので他労組にも話している。田沢湖駅の配置問題で復旧体制の交渉をしてきたが、要求通りになっていない。ＭＣの半数が平成採だ、平成採にどう技術継承していくかが問題。組織拡大にむけて奮闘したい。

　盛岡　出向者の交流会を計画しても泊まり勤務が多くてなかなか集めきれない。土砂崩壊検知器というものを、土技セの財産だが通信に保全の受託をしたいという話がある。覚書だけでいいのか、諸元まで入れるとか、本社施策との関係でどうなのか教えてもらいたい。

　仙台　メンテナンス実施後3年が経過し出向者の入れ替えが行われた。本人希望を尊重するように交渉をしてきたが、結果が伴わない仲間もいた。合理化実施後、優遇制度や定年で81名が退職。特にテムズ信通関係では労働条件も厳しく欠員状態に追いやられている。個人に担務を集め、責任を押し付けている。繁忙期の新幹線の復旧体制が24時間体制で保線、土木、信号、電力で勤務がバラバラ。資料につけてあるが事故が多発している。

　水戸　交渉で確認してきたことが、支社の担当者がかわって無視されてきている。見直しの中で申し入れをしてきた。大型工事でプロジェクト課を設置して担当させられている。出向者については行きたくないといっていた人が延長するという事象もでている。

	テムズ研修については、夜間作業で月8回もあるけど、身につくかは疑問。大量退職時代をむかえ、信通では平成採用が6割を占めている。国労組織が30数名になる中で、これからの運動について心配している。

　千葉　プロジェクト設置と信号社員の技術力向上策について、信号通信関係の諸問題として申し入れてきた。メンテナンス交渉時と違う人が出てきて「監督員がチェック表を確認する」とか、確認事項と違うことを平気でいう。プロジェクトを技セにおいて宿直に入ったり、他の技セ社員と同じように使っていて標準数ではないと言っている。若手研修については、見てるだけであり、技術力向上策のためには、直轄設備を1駅ぐらいもってもいいと主張している。

　新潟　10月に出向期限をむかえ2名が復帰した。信通関係の要員事情が逼迫している。支障樹木の伐採は全てテムズで停電をとって行っている。作業は土技セの業者がやっている。５３～４歳のトップ主任がおろされ、４０歳代の人に揃えてきている。若手社員の教育は地震の関係で延期になっている。

高崎　この間、諸問題で団体交渉をしてきている。1月に期限を迎え8名が復帰したが、代わりに6名が出され全員国労で、延長は1名。このことで団交を行ったら、偶然にそうなったと逃げられた。技セが支社より上で、交渉で確認されたことが守られていない。配属差別の和解が遅れたのは、東労組の影響が強くて会社側も受け入れる状況ではなかったが、1月に会社側弁護士の和解への申入れもあり、協議が整った。

長野　組織は長野と松本に１０数名という現状で、広すぎて出向者との顔合わせも難しい。４名全員が延長で、１名60歳になる人がエルダー試験に合格。単純なミスが多くなっていて、特例線閉で進路構成されていないという事故もあった。平成採が半数ぐらいで、今後の技術力が心配。

議長集約のなかで、出向者の線閉資格や医適、運適の関係がどうなっているのか、議事録になっていない部分で再度、調査点検してほしい。安全問題は、経営協議会の場で活かされるのでそのようなことは、団交の要求とは別に整理してあげてもらいたい。



役員の改選では、木幡、手塚副議長が退職を迎える年齢になり退任しました。永年にわたり東日本電協、及び全国電協で奮闘されてきたことに対し、あらためて敬意を表したいと思います。本当に御苦労さまでした。他の役員は斎藤議長以下留任となり、新たに副議長に北島（千葉）、榎戸（貨物）両氏が選出されました。その後、今年の交流会開催地区の八王子電協からの提案、委員会は伊藤副議長の閉会の挨拶、高橋事務長の団結ガンバローで成功裡に終了しました。

２００５年東日本電気協議会役員　　　　　　　　　　　各分科長

議長　　　斎藤照明（東京）　　　　　　　　　　　　　強電分科長　　後藤寿昭（八王子）

副議長　　北島利則（千葉）　　　　　　　　　　　　　弱電分科長　　佐藤寿喜（盛岡）

副議長　　榎戸　輝（東京・貨物）　　　　　　　　　　新幹線分科長　千葉　薫（仙台）

副議長　　伊藤政利（秋田）　　　　　　　　　　　　　貨物分科長　　木本敏彰（仙台）

副議長　　岸　三男（高崎）　　　　　　　　　　　　　事務分科長　　杉本浩之（八王子）

事務長　　高橋　広（神奈川）　　　　　　　　　　　　通信分科担当　吉村吉光（神奈川）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変電分科担当　長谷部隆幸（大宮）

東日本出向者連絡会　　　　　　　　　　　　　　　　配電分科担当　数野正明（八王子）

テムズ　代表　　吉田　勉（神奈川）

ＢＴ電気代表　　佐藤宣昭（大宮）

今後の予定
３月５日　　仙台地電協定期委員会　　水戸地電協定期委員会

３月１２日　盛岡地電協定期委員会

６月１２日～１３日　第１７回電気職場交流会（石和）

６月１８日　第５回東日本出向連総会


